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　私学版公開前に編集部が行ったヒ
アリングによると、多くの大学がポー
トレートへの参加を新たな負担と捉え
ており、必ずしも積極的な姿勢ではな
かった。「さしあたって必須項目のみ
を入力しておき、公開後の全体的な状
況を見てから対応する」といった横並
びの意識がめだち、「他大学に比べて
掲載内容が多すぎれば、後日削除を検
討する」といった声すら聞かれた。
　現時点でシステムとしての完成度が
高いとは言えなくても、各大学が、自
学の魅力を伝える主体的な努力と工
夫を施し、質の高い情報が集まってこ
そ、このサイトに価値が生まれる。そ
こから、よりよいものに育てる機運も
高まるはずだ。必要最低限の情報を掲
載しただけでは、既に公開が義務付け
られている情報を抜粋したにすぎず、
大学にも利用者にもメリットをもたら
さない。
　大学ポートレートの狙いは、各大学
に説明責任を果たさせ、教育の質の保
証・向上を実現することにある。「説
明責任」の対象はさまざまだが、中で
も重要なステークホルダーとして想定

されているのは、大学進学を希望す
る高校生やその保護者、高校教員な
どだ。どのような教育によって、いか
なる知識・能力を修得できるのかを示
し、大学選びに役立ててもらう意図が
ある。各大学の情報は、統一された
フォーマットで掲出されるため、同じ
項目間での比較が可能。これにより、
高校生の大学選びを支援しようという
わけだ。
　設置形態に応じた多様性を尊重す
るため、私学版と、今後公開予定の国
公立版のサイトのフォーマットは異な
るが、基本となる掲載情報は共通で、
国公私立共通のトップページから双方
の情報を一括して検索できる予定だ。

特色の発信と同時に
改革を促すしくみ

由記述欄により多くのボリュームが割
かれている。私学版の「特色」や「取
り組み」の内容であれば、500字まで
記述できる。より詳細な情報を伝える
ために自学のウェブサイトをはじめと
する外部ページへのリンクも可能で、
ポートレート以外からの情報発信の充
実も期待されている。

　私学版の運営を担う日本私立学校振
興・共済事業団（以下、私学事業団）
は、大学ポートレートを、社会、特に高
校生、保護者、高校教員に各大学の強
みを伝える「魅力発信の場」にすると
表明している。
　トップページでは、私立大学がそれ
ぞれ建学の精神を持ち、国公立大学に
比べて教育内容がバラエティーに富ん
でいることが強調されている。上部中
央に配置された用語辞典では、大学教
育に関する約60の用語を五十音別、分
野別に検索できる。各大学・学部の記
事を高校生や保護者にきちんと理解し
たうえで評価してもらおうという配慮
がうかがえる。
　私学版の特徴が色濃く表れるのが、
各大学の「本学の特色」ページだ。
「建学の精神」「特色」「本学の目的
（３つの方針）」の順に並んでいる（図
表２）。私立大学にとってこれらには
本来、一貫性があるはずだというポー
トレート設計者のメッセージと言えよ
う。大学が掲げる特色が、建学の精神
や３つの方針（アドミッションポリシー
など）とどうつながっているのか、その
具体性、構造を示すことができる。
　特色の記載は３つまで。それぞれ、

建学の精神を起点にして
特色を説明

それでも利用者にとっては、２つの
フォーマットの混在は不可解で、混乱
を招く可能性もあり、統一されること
が望ましい。
　各大学のポートレートへの参加は任
意であり、あくまで自主的な取り組み
という位置付けになっている。基本的
な情報は公表が必須だが、任意公表
の項目もある（図表１）。中途退学者
数や留年者数、財務状況などは非公
表となっている。しかし、任意となっ
ている「特色」や「取り組み」の情報
を充実させれば、教育の特色による大
学選びを促すことができるだろう。
　ポートレートは、定量的なデータよ
りも、各大学の独自性を説明できる自

【図表２】「本学の特色」の構造

　● 特集　大学ポートレートの可能性

【図表１】各種データの取り扱い

※学校法人基礎調査の回答内容を基にした分類
出典／「学校法人基礎調査と大学ポートレートについて」日本私立学校振興・共済事業団

私学版トップページ

用語辞典

様々な課題を抱える国際社会で活躍できるグローバルスキル
と専門性を持ち、グローバルマインドを……

http://www.xxxxx.xx.xxx

●特色の目的
　１ 学びの質の向上
　２ 汎用的な力（学士力・社会人基礎力）の修得
　３ 国際化

●特色を実現するための主な取組
　１ 課題解決型学習（PBL）（教育方法）
　２ 海外留学、スタディ・アブロード（留学支援）
　３ 産官学連携（連携活動）

東西大学の建学の精神は、世界の諸問題に対して「より広い
知識」「より深い探究」「より優れた人材」を……

http://www.xxxxx.xx.xxx

●アドミッションポリシー
本学の教育目標に共感し、以下の素質を持った……

http://www.xxxxx.xx.xxx

●カリキュラムポリシー
実社会に生きる力を修得するため、次の 5 つを……

http://www.xxxxx.xx.xxx

●ディプロマポリシー
本学の教育目的に照らし、卒業までに次の要件……

http://www.xxxxx.xx.xxx

・建学の精神
・大学、学部等の目的
・卒業者数等
・学生生徒等納付金
・定員数、入学・在籍者総数
・教員総数
・法人名、理事長名、法人所在地等
・設置学校、学部等一覧
・学校・学部等トピックス

必須公表

・特色、取り組み
・教員の職位・年齢別構成
・入学・在籍者数の男女別構成等
・各種人数表へのコメント

任意公表

９項目から最大３
項目選択する

46 項目から最大
３項目選択する。
それぞれの取り組
み紹介のページに
リンクを設定できる

外部サイトへのリ
ンクを設定できる

大学ポートレート（私学版）について
私立の大学や短大は国公立よりも数が多く、ま
た、国公立に比べ非常にバラエティーに富んだ
様々な特徴があります。（中略）この大学ポー
トレート（私学版）を、ぜひ『夢を実現できる
学校』との出会いの場として活用してください。

　　建学の精神

　　本学の目的

　　特色

　  世界で活躍するグローバル人材の育成

　  ３つの方針

特色は最大３つ記
載できる

私学版はこうなっている
〜大学の特色を構造的に伝えるしくみ〜

解説

私学版を中心に、大学ポートレートの特徴を解説する。
私立大学の多様性を表すそれぞれの特色、取り組みを、構造的に説得力あるかたちで紹介し、
大学同士を比較する観点を提供するしくみがポイントだ。
従来の媒体にはなかったこうしたしくみが、
大学選びの観点を変える可能性を秘めている。
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タイトルと内容、「特色の目的」「特色
を実現するための主な取り組み」で構
成されている。目的は既定の９項目か
ら、取り組みは46項目から、それぞれ
最大３つを選ぶ。その特色が何をめざ
し、それをどのような手法で実現する
のか。利用者は、ここからも大学が掲
げる特色の具体性を読み取ることがで
きる。

　課題解決型学習（PBL）など、個別
の「取り組み」においても、建学の精
神、特色、３つの方針と整合性を持た
せることによって、その取り組みが自
学ならではのどのような意味を持つか
を伝えることができる。
　「内容」のほかに、「目標」「検証と
評価」「学生の成績評価」と、大学に

取り組みのPDCAを自覚させる項目立
てになっている（図表３）。10月の公開
時点では、目標以下の項目を入力して
いる大学は多くないようだが、得られ
る知識や能力、またそれらが得られた
ことを保証するシステムが整っている
ことを明示すれば、その取り組みの実
効性をアピールできる。高校生はそこ
まで読み取れないとしても、高校教員
に対する訴求力はあるはずだ。
　46の取り組みは、「本学での学び」
「学生生活支援」など６種類の大分
類、「カリキュラム」「教育方法」など
18種類の中分類にグルーピングされて
いる（図表４）。項目、グループごとに
他大学と比較することにより、同じ取
り組みでも大学によって内容が異なる
ことがわかるしくみだ。
　例えば、検索でA大学の「少人数教
育」の取り組みにたどり着いたとき、
中項目である「教育方法」内の「アク

ティブラーニング」「PBL」といった他
の取り組みも一緒に表示される。した
がって、A大学とB大学との間で「少人
数教育」の中身を比べると同時に、B
大学ではPBLやサービスラーニングを
やっているか、B大学だけにある取り
組みは何かという視点でも比べること
ができる。
　私学版トップページから各大学・学
部ページにアクセスするには、目的別
またはフリーワードによる検索を行う。
　目的別検索は、学校名、都道府県な
どのほか、特色の目的、取り組みから
も検索できる。同様の取り組みをして
いる大学同士の比較を促す機能と言
える。
　これは、大学自身も活用できる。他
大学の同様の取り組みと自学のそれは
何が異なるのか、わかるからだ。自学
の課題を客観的に把握し、教育の質の
保証・向上に生かすことも期待されて
いる。建学の精神やカリキュラムポリ
シーをふまえて取り組み内容そのもの
を再検討することもあり得るだろうし、
それをポートレートでわかりやすく伝
える工夫も求められる。
　これらの検索条件は複数を同時に選
択できるため、「『○○県』で『汎用
的な力の修得』を目的とした特色を持
ち、『地域連携』を行い、『ラーニング
コモンズ』を備えた大学」といったか
たちの絞り込みができる。難易度や規
模ではなく、教育の内容を基準にした
大学選びに導く機能と言えそうだ。

　高校現場におけるポートレートの
認知度は、残念ながら高いとは言えな

い。「１つの画面内で大学間の情報を
直接比較する機能がない」といった利
便性に対する疑問があったほか、そも
そもポートレートの存在を知らない教
員、生徒が多いのも実情だろう。
　情報提供側、利用者側のどちらから
見ても、ポートレートにはまだまだ改善
の余地がある。私学事業団や文部科学
省が「みんなで育てるシステム」と言
うように、参加し、活用したうえで改善

を提案していかなければ、現状のまま
だろう。特に私学版は、大学が掲げる
特色や取り組みについて、その一貫性
や学生に与える効果の裏付けとして、
わかりやすく説明できる構造にしよう
との意図は確かに読み取れる。利用者
がポートレートを読み解き、うまく活用
すれば、入試難易度一辺倒の大学選び
の基準を、「教育の方法が自分に合っ
ているか」「卒業までにどんな力が身

に付くのか」といった新たな価値観に
変える契機になるはずだ。
　学内においても、建学の精神を起点
として、特色や取り組みに一貫性があ
るか、他大学と比較して独自性がある
かなどを顧みた結果を、改革の推進力
にできる。そのためには、トップがポー
トレートの有用性を理解し、組織的な
対応を推進できるかどうかがカギにな
るだろう。

ポートレートが変える
大学選びの価値基準

他大学との比較を促す
グルーピングや検索機能

【図表４】46の取り組みのグルーピング（大分類と中分類）

　● 特集　大学ポートレートの可能性

　　教育方法

　  課題解決型学習（PBL）

【図表３】各「取り組み」の構造

●取り組みの内容
地域のグローバル企業の協力を得て、社員の方々が実際
に直面した課題を題材に……

●取り組みの目標
答えのない課題に取り組む際の姿勢として、問題点を把
握する力、調査する力、……

●取り組みについての検証と評価
IR センターが各期末に実施する授業評価アンケートにお
いて、学生に成長した点を……

●取り組みを通した学生の成績評価
出席率等、期末レポートの点数に加え、実習に関してルー
ブリックを用いた……

http://www.xxxxx.xx.xxx

閉じる

▼大学ページのタブ

※２つ以上のグループに重複して表示される取り組みには「＊」を付けた

？

本学（学部等）での学び1 学生生活支援2 様々な取組4 学費・経済的支援5

基本情報6

カリキュラム
教育内容の体系化とその充実
教養・リベラルアーツ教育

教育方法
アクティブラーニング
課題解決型学習（PBL）
サービスラーニング
少人数教育

学修についての評価
アセスメントポリシー
外部テストの活用
学修ルーブリック
GPA の活用
成績評価の厳格な運用
学修成果のフィードバック＊a

学修ポートフォリオ＊b

学びの支援
学びの組織的な支援
学修成果のフィードバック＊a

学修ポートフォリオ＊b

初年次教育
卒後調査の活用＊c

中途退学防止＊d

ＴＡ・ＲＡ・ＳＡ・メンターの活用
入学前教育
特色ある教育施設・設備の整備＊e

ラーニングコモンズ＊f

学生アンケートの活用＊g

インターンシップ＊h

キャリア教育＊i

資格取得（国家資格受験資格）＊j

学生生活の支援
学生寮＊k

学費負担の軽減＊ｌ

学生の心身に関する支援
中途退学防止＊d

学生アンケートの活用＊g

課外活動
学生の自主活動

外国人教員
外国人教員雇用・派遣受入

外国人留学生受入
外国人留学生受入

留学支援
海外留学、スタディ・アブロード
ダブルディグリー

修業期間の多様化
飛び入学・早期卒業・長期履修

連携活動
学校間連携
高大連携プログラム
産官学連携
地域連携

生涯教育
科目等履修制度
社会人教育
生涯学習

社会貢献
ボランティア活動

研究活動
多様な研究内容
研究施設・設備の充実＊m

経済的支援
学費負担の軽減＊ｌ

特色ある施設
特色ある教育施設・設備の整備＊e

ラーニングコモンズ＊f

研究施設・設備の充実＊m

学生寮＊k

経済的支援（学校のみ）
学費負担の軽減＊ｌ

進路・就職情報3

サポート体制
就職支援
進学支援

進路選択教育の取り組み
インターンシップ＊h

キャリア教育＊i

資格取得（国家資格受験資格）＊j

卒後調査の活用＊c

本学の特色 本学での学び 学生生活支援 進路・就職情報 様々な取組 学生情報 教員情報 基本情報

学部の特色 学部での学び 学生生活支援 進路・就職情報 様々な取組 学費・経済的支援 入試・学生情報 教員情報 基本情報

1

1

2

2

3

3

4

4

5 6

6

▼学部等ページのタブ

　〜　の大分類は、画面のページ上部
のタブに対応している。

取り組みは、18のグルー
プのいずれかに分類さ
れる形で表示される

用語（取り組み名）
についての一般的
な説明が表示され
る。用語辞典にも
リンクしている

1 6

『課題解決型学習（PBL）』
とは？
プロジェクト活動を通
じ、学生が自主的・自律
的に（中略）より学びを
深くすることなどを目的
とした学習方法。
用語辞典を開いて詳しく
調べる


